20130310　1部礼拝
イエス様の涙（ルカ19:41-46）
　皆さんが心から「本当に自分は幸いだ」と思うそのときに人生の勝利の門が開かれ、また日々、さまざまな場面でその告白ができるという確信を持つようになれば、礼拝は成功するようになると思います。なぜかというと皆さんのようにイエス様のことを「キリストです。救い主です」と信じて受け入れることが、この世の中において最高の喜び、喜ばしいことであるからです。反対にイエス様のことを知らないで、信じようとしない、拒否したり、あるいは投げ捨ててしまったりすることがどういうことなのか分かれば、皆さんがどれほど幸いな存在なのかに気づくようになるでしょう。それは神様が涙することです。イエス・キリストは神様ご自身です。そのイエス・キリストが今日、エルサレムの都を見て涙をしていらっしゃいました。イエス様が涙を流したという場面は聖書に2、3回くらいしかありません。ものすごく心を痛めて悲しんでいらっしゃったということではないでしょうか。これこそ神様の悲しみです。つまり、世界中、歴史上、最大最高の悲しみはイエス様が今、涙していらっしゃる理由、内容に当たります。

皆さんはこの世の中において人生の中でなにが一番悲しいことだと思うのでしょうか。個人的にいろいろ違うでしょう。親が病気で早くこの世から亡くなってしまった。それが一番の悲しみになる場合もあります。あるいは親より先に子どもがこの世を発ってしまった悲しみを抱えている場合もあります。人それぞれいろいろな悲しみを抱えて生きていると思います。だいたい、自分の悲しみが最高の一番大きな悲しみだと皆、思い込んで生きています。なにが、どちらが大きいかということはよくわかりません。皆さんにとってなにがこの世界中で一番悲しいことだと思いますか。

それから、皆さんの過去を振り返ったときにもいろいろな悲しい思い出というものがあるでしょう。それが本当にずっと心に残ってトラウマになるか、心の傷になるか、そして、皆さんの考え方や性格、人格そのものにも多大な影響を及ぼすような悲しいことに間違いないのでしょうか。どんなことがあったのでしょうか。また、今現在、皆さんは他の人が知らないところで涙を流している理由はないのでしょうか。なんのために、なにが理由で涙していらっしゃるのでしょうか。それは本当に、本当に悲しいことでしょうか。
クリスチャンの私たちは神の御前に立ってそのような問いかけが必要だと思います。そこで皆さんの精神、内側が癒され修正されて、見るべきものをしっかり見るようになり、人生がなんなのか。なんのために生きるのか。これからどうなっていくのか。なにが価値あるものなのかなどがすべて変わってくるようになります。なにに本当の意味での涙を流すのか。どういうことに悲しさを覚え涙するのかがその人の人生すべてを物語ることになるものではないでしょうか。今日、イエス様は私たちが悲しんで涙しているような内容とはまったく違う理由で涙を流していらっしゃいます。エルサレムという都を見て。あのエルサレムの都、神の都と言われていました。イスラエルの自慢でもあるし、イスラエルの自尊心そのものでもあります。また、神様から愛され「私たちが神に選ばれた、神の民だ」と自負できる象徴的なもの、これがエルサレムです。彼らにとって他の町々と、その町が大きいか、小さいか関係なく、他の町々とは次元が違う町です。エルサレムという町。今、エルサレムが頼りであり、エルサレムが自慢なのに、そのイスラエルのすべてがかかって、すべてを物語るようなエルサレムという都をご覧になってイエス様は悲しくて、悲しくてたまらない、心を痛めて、痛めて涙を流していらっしゃいました。もうじきこのイスラエルが自慢し頼りにしているエルサレムの都、この町が石の上に石ひとつも積まれることがないほど完璧に崩れ落ち壊れていくようになるだろうということを見通して悲しんでいらっしゃいました。それだけではありません。その中でイスラエルの親も子どもたちも地面に叩きつけられるようになるだろう。家庭も親子関係も社会もいろいろなつながりも全部切られてだめになって行くだろうと。今現在はエルサレムが最高だということで多くの人が「エルサレム、エルサレム」と言い、年一回は必ずどんなに遠くの国に行っていたとしてもエルサレムに向かって集まってくるような場所でした。そこがそのように悲惨な形で滅びていき、最後を迎えるようになり、あとも残らないような形になってしまうということをおっしゃりながらイエス・キリストは涙を流していらっしゃいました。そして、その理由についてこのようにおっしゃいました。なぜそうなってそのように滅びてしまうのか。神の都と呼ばれていたところがなぜそうなってしまうのか。それをイエス様はこのようにおっしゃっています。平和のことを知っていたのなら。もしこの日のうちにイエス・キリストが地上に来られイスラエルの前に現れた今、このタイミング、このときがどのようなときなのかが、もし分かっていたのならばそのようなことはなかっただろう。それが分かっていなかったがゆえにそうなるしかないと。そのあともこのようにおっしゃっています。「おまえが、神の訪れの時を知らなかったからだ」。それがこのような悲惨な結果を招いてしまうとても悲しいことだということをイエス様はおっしゃって涙を流していらっしゃいました。

礼拝を捧げているクリスチャンの皆さんもいろいろなことが皆さんの中で悲しいことになっているでしょうが、それは少し後回しにしておいて、イエス様が悲しんでいらっしゃること、神様が悲しいと涙することを一番悲しいことにチェンジしていただけないでしょうか。そうすると人生は変わります。それこそが本当の悲しいことです。そして、その悲しいことが分かったときに、今まで悲しみに捕らわれてそれに影響されていた様々な悲しみから自由になるようになるでしょう。ぜひ、そのようなイエス様の涙を自分の涙にするクリスチャンになっていただきたいと思います。なぜ神の都と呼ばれていたエルサレムがこれほど悲惨な結果を招き崩れ落ち滅びるようになってしまうのでしょうか。エルサレムはどのようなところなのでしょうか。先ほども申し上げましたようにエルサレムはイスラエルの首都であり、イスラエルはただの国の名前の前に神の民であり、神に選ばれた選民という意味があります。これは確かに神様からの祝福でありますが、彼らはこれを少し勘違いし、他の異邦人は皆だめなのだという基準にし、物差しにしてしまいましたが、そうではありません。けれども、神様に祝福されたという象徴的なものです。選ばれた神の民の中心になる都、神の都です。そして、エルサレムを中心にしてイスラエルの神の民の今までの歴史がずっと流れてきたのです。つまりエルサレムと言うのは町が壊れるか壊れないかという物理的な話の前に、エルサレムは神の都でありイスラエルの今までの歴史を物語っているものです。イスラエルが神様に選ばれて今までどのような道を歩いてきたのかということを一言で物語っているものです。だから、エルサレムとはイスラエルそのものであり、イスラエルの歴史そのものです。それをご覧になって悲しんでいらっしゃいました。
前にもお話しましたように、イスラエルの歴史が書かれているのが旧約の聖書です。だから、エルサレムの都を見たとき旧約の聖書が全部詰まっています。イスラエルがどのような歴史をたどって歩いてきたのか、皆さんご存知でしょうか。旧約の聖書を読んだことがありますか。旧約の聖書になにが書かれているのでしょうか。分厚い長い話を全部読むのは大変かもしれません。でも、皆さん、時間を割いてでも少しずつ聖書に触れていただきたいと思います。これはただの歴史、なにかの出来事を並べているものではなく、そこには私たちに向かっての貴重なメッセージがあるのです。それがエルサレムです。神様に確かにこの世界を神様が救われるために、そのプロセスとして先にイスラエルと言う民族を形成するために先に召されたことに間違いありません。特別に扱われ、特別に祝福された民であることに間違いありません。それは聖なる神の目的のためです。人類の救いと言う題名のためです。そこに先に召されたというのはそういう意味で祝福です。だから、聖なる神の目的のためなので神様は特別な扱いをしていらっしゃいます。それでエルサレムの都というものは、神様が他の国とは違ってどれほど愛をもって、どれほど特別な扱いをして、どれほど国を導かれて干渉しながら守りつつここまで連れてきたのかというお話です。これは旧約の聖書です。ときには奇跡をもって、紅海を分けながら、ときには400年間、イスラエルの民族を奴隷にしていたエジプトを完全に打ち砕いてそこから出エジプト、エクソダスの奇跡を見せながらイスラエルをここまで導いて来られました。荒野を歩いているときにはまったく飲み物も食べ物もないところでマナを降らしたり、鳥を持ってきて肉も食べさせたり、40年間が終わったときには不思議なことに服は上着、下着1着しかなかったのに、それが汚れることもなくボロボロになることもなく、最初のそのままの状態で40年がずっと維持できました。昼間は雲の柱で、夜は炎の柱で導かれました。夜は寒いし光がないからで、昼は中東の地域なのでものすごく暑いため雲の柱で屋根を作ったりして守ったりしました。ときには預言者を立てたり、祭司を立てたり、どうしてもイスラエルがだめなときには愛のむちをもって捕虜にしたり、また帰還させたりしました。イスラエルが神様の栄光を現し神の祝福に預かることができるために、目に見えるように神殿も立てイスラエルに提供したりしました。それを見ながらさまざまなしきたりや、いろいろな祭りなどを全部神様が定められ守るようにさせ、安息日も作って守りなさいとおっしゃいました。それによってイスラエルが他のすべての民族を助ける側に立って神の栄光を十分に現すことができる、とにかく、あらゆる措置を講じるようになりました。これがイスラエルの歴史です。だから、エルサレムの都をご覧になったというのはその歴史をご覧になったということです。それがエルサレムです。
それで、イエス様が涙をしたこの場面が他の聖書の箇所にも書いてあります。マタイの福音書にも書いてありますが、そこはこのように表現しています。めんどりがひなを翼の下に集めようとしてどんなに頑張って集めようとしていたのか。このような表現をするほどイスラエルは神様が特別な扱いをもらっていた民族です。それがエルサレムという都の中につまっています。よく覚えていてください。他の聖書の箇所にはこのような表現もあります。新郎が新婦の手をとって引っ張っていくような感じで神様はイスラエルの歴史を引っ張ってきたと。新郎が新婦を愛をもって優しく見守りながら、ケアしながらという感じでずっと神様はイスラエルにあらゆるすべてを注いでここまで導いて来られたということです。これがエルサレムという都が物語っている内容です。それから、そのように特別な扱いをして、特別な祝福を与えたにもかかわらず、またエルサレムはイスラエルの裏の部分も物語っています。それにもかかわらず一度もイスラエルが神様にひざまずいて、神様を心から信じて主をほめたたえ神を崇める歴史がなかったということです。神様が預言者立てると預言者を石打にし殺したり、神様がおっしゃることをすべて背いて偶像崇拝に走ってしまったり、それがまたイスラエルの歴史です。特別に選ばれて特別な扱いをされたにもかかわらず、エルサレムは神様に敵対し、神様を拒否して背いてしまった歴史がまた詰まっています。それをイエス様はご覧になっています。それで、エルサレムはそのような意味でエルサレムの都というものはイスラエルの歴史が、イスラエルがどんなものなのか、イスラエルのどんな歴史をたどってきたのかということを物語っているものなので、それをイスラエルの人はしっかり見ないで、ただエルサレムは私たちの神の都なのだと自慢するだけなのです。そして、エルサレムの都というものが最終的に語るのはなにかと言うとイスラエルには希望がない、神様に特別に選ばれて特別な扱いを受けたにもかかわらず希望がないとなれば、他の国々の民族、他の異邦人の私たちのような人々は言うまでもありません。人間には希望がありません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。神様に選ばれたとしてもイスラエルのように神様の特別な扱いを受けたにもかかわらず、神の奇跡を見たにもかかわらず、人は変わらない、人には希望がないというのがエルサレムです。イスラエルの人は反対に考えて「エルサレムは私たちの都であるというのは、私たちだけには祝福があり可能性がある」と自慢する象徴的なものなのですが逆です。希望がありません。真っ暗です。それをご覧になってイエス様は涙をしていらっしゃいました。エルサレムが最終的に物語っているのは、だから一番最初から神様がおっしゃっていたように女の子孫が生まれ蛇の頭を踏み砕く、神様から送られるメシヤ、キリストが来られて、その方が身代わりとして十字架にかけられ、よみがえられる、犠牲のいけにえになられること、救い主として十字架で死んでくださること、それ以外にはイスラエルには希望がない、人類には希望がありませんというのがエルサレムの都です。キリストだけが希望です。キリストにすべてのスポットライトが集められてキリスト一点にイスラエルを始め全人類が見上げるように、そのキリストにすべての希望を神様は入れて託しました。そして、その希望のキリストを待つように、それがエルサレムという町、都が物語っているメッセージです。
そして、ついにときになってキリストが都に来られました。イスラエルの地に来られました。その方がイエスです。イエス様はキリストです。唯一の希望であるキリストです。神の奇跡によっても変わらない、救われることができない、希望の無い人類、人、またイスラエルを始め人間が救われる、人間が助かる唯一の希望キリスト、その方がイエスです。イエスが来られたのです。分かりやすく、私たちが見て分かるように人間の形をとって来られたのです。元々、神様ご自身なのに。しかし、今までずっと神様が遣わされる預言者をいつも反対し石打にしていたのと同じように、最後の希望、ターミナルコース、唯一の希望のキリストであるイエスが来られたのに、そのイエスでさえ拒んで拒否しイエスに石を投げます。それに心を痛め、それがなによりの悲しみなのです。最後の唯一の希望キリストが来られたのに、キリストさえ拒んでしまうのです。今、神の訪れの日、約束したキリスト、メシヤが来られたその日です。イエス様が今そこにいらっしゃる、これはどういうときなのか。歴史を全部ひっくり返して真っ暗な中から希望の光が与えられたときなのです。神が備えられた、神が訪れて来た救いの日なのです。それにもかかわらず。そのイエスを知らない、イエスを聞こうとしない、イエスを拒否します。イエスを信じない。そうすると希望はありません。滅びるしかありません。他のなにかの悲しみというのはいくらでも変わる可能性があるし、それは考え方一つ変えるだけでも十分変わることがあったりするようなものです。でも、この悲しみ、このことは、もしイエスを知らなければ、イエスが訪れて来たにもかかわらず、イエスを信じてイエスを受け入れることがなければ、イエスを拒否すればそれはもう地獄です。おしまいです。それを象徴的に現すのが実際、エルサレムの都はそれから何十年後、ローマとギリシャの兵隊などによって粉々になり神殿も全部壊され、今もそこにはモスレムの神殿が建っています。エルサレムはもはやイスラム教の人が支配しているところになりました。来週にまた神殿のお話をしますが、神殿を奪還するために戦争を起こしたり、昔、カトリック教会がいろいろな戦争を仕掛けたりしましたがそれは勘違いです。もはやこの時点でエルサレムは無くなりました。神殿もなくなりました。それはいらないのです。イエスを見ることができない、イエスに気づくことができない都、神殿などはもはや神殿でも都でも神様とのかかわりなどは一切ありません。もうなんの価値もない形だけのものです。昔、私が福音自由教会の協力宣教師のときにそこの牧師会が香港でアジアの会議があり一回だけ行く機会がありました。ものすごく蒸し暑い天気の中で「もう二度と香港には行きたくないな」と思うくらい大変な気候でした。そこで近くのマカオの島に行きました。そこに日本の最初の宣教師ザビエルが作った礼拝堂みたいなものがあって観光地になっています。建物が完全にできているものは礼拝はまったくない観光地になっていて、もう一つは階段があって前面の壁だけで後ろはなにもありません。そこで自分で考えました。「そうだろう。建物、形というものは中身がなければなんの意味もないものなのだ。本当に中身のある弟子を残さないといけないのだ」と思いましたが、エルサレムの神殿、今イエス様がいらっしゃる現在は堂々とイスラエルの自慢、イスラエルの誇りとして残っていたかもしれませんが、イエス様がご覧になったときに真の神の都、真の神の神殿であるイエス様ご自身がご覧になったときにはイエスが抜けているわけですからもう殻だけの何の意味もないものです。イエスがないところ、イエス・キリストを知らないこと、それがどれほど悲惨な結果を招いてしまうのか。それ以上、もう一回二度とチャンスなどはありません。最後の最後のターミナルコースなのでもうこれ以上ないので、イエス様はそれが心を痛め神様がつばさでめんどりが雛の面倒をみるために頑張ろうとやっていた、そのように扱われたにもかかわらず知らないのか神様に戻ってきません。結局、最後の最後、イエスが来たにもかかわらずイエスを拒否します。ご自分の民のところにご自分の国に来たにもかかわらず、ご自分の神は受け入れなかったとヨハネの1章に書いてあります。これがイスラエルでありエルサレムの都が物語っている内容です。なぜイエス様が涙をして悲しんでいらっしゃったのかだいたい分かるでしょうか。これが神様の悲しみであり涙です。世界中一番悲しいことはイエスが来られたのに、イエスのことが分かっていない、イエスを信じないことです。イエスの方に行こうとしないことです。理由はいろいろとあります。イスラエルはイスラエルなりにありました。ときには神の都がイエス様を拒否する理由にもなったり、自分の偉いところ、自分のすごい自慢、自分の大きな痛み、プライド、いろいろなものが口実、理由になって、とにかく結果がイエスの方に行こうとしない理由になるものはすべて滅びの理由です。なんの理由も存在しません。イエス様に行かない理由、イエス様を信じない理由、イエス様を拒むような理由は世の中に存在しません。それなのに、だれに助けられるのかわかりませんが、今までの歴史、ずっと拒みつつ本物の神の御子が来られたにもかかわらず拒んでしまいます。最終的には十字架につけるようにしてしまう、これがエルサレムの都です。どうなってしまうのでしょうか。建物が粉々になった、それが問題ではありません。もうこれ以上希望はありません。
ですから、ぜひ覚えてください。世界中、一番悲しいことはイエス様を信じないことです。イエス様を信じないと、イエス様を拒否すると理由がどうであれどんなことになるのかご存知でしょうか。どんな立派な理由があれ、そして、偉い業績があり自慢するようなものがあるにしても、それが富なのか名誉なのか知識なのか能力なのか地位なのかなんなのか分かりませんが、その何らかの理由でイエス様のことを拒否し、イエス様の方に来ないとなると、聖書に書いてあるとおりに神の御怒りが留まっているままの状態です。それから、ヨハネ8章44節に書いてあるように、どんな状況なのかどんな自慢があるか関係なく、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、悪魔の奴隷の状態のままなのです。どこの民族、どんな人、どんな性格、人格の人なのか関係なく、イエス様を拒否すると神の御怒りが留まっているままの状態、悪魔の奴隷のままの状態です。その結果、ローマ6章23節に書いてあるように罪から来る報酬は死です。滅びの運命の力に捕らわれ支配されているままの状態です。一歩も出られません。イエス以外には希望がないのに、ことごとくイエスを拒否し最後は本物が来たにもかかわらず拒否してしまった、これが悲しみです。めんどりが雛の面倒をみたような感じでやったにもかかわらず、あなたがたは最後の最後まで神の愛を拒否し滅びの道を選ぶのか。粉々になって地獄に行く道を選ぶのか。悪魔の奴隷の状態のまま、暗やみの運命の人生を歩むことを、そのまま承諾してその道を歩むのか。それをご覧になりイエス様は心痛め悲しんで涙がポロポロ出たのです。これが神様の悲しみです。神様は人を愛していらっしゃいます。神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それはひとりとして滅びることなく、人間が滅びること、それが神様の悲しみです。永遠のいのちを持つためにひとり子イエスを送ったにもかかわらず、イエスを知らないで、イエスに背いてイエス様を拒否すると滅びるので、神様は人を愛していらっしゃるのでそれが神様の悲しみです。私たちが悲しんでいるようなこと、病気になり家族がああなった、こうなった、職場からリストラされた。神様はそのようなことは悲しみません。世界の地球の悲しみはそのようなものではありません。ときには環境が汚染され、津波によって家族と家がなくなったりする、それは本当に大変でしょう。でも、本当の本当の意味でそれも悲しみではありません。神様の愛を知らないことです。地獄の運命から救われ、地獄の運命から助かるために唯一の希望、神の愛、イエス・キリストのことを知らないこと、それが悲しみです。どうしても自分では出られない運命の力に捕らわれて、その結果、地上にいるときにも持っているかいないか関係なく、精神的に心の中が穴が空いたままの状態で苦しみ患い、精神を患い肉体的に苦しみ、そして、人生そのものが虚しくなり、虚しさに襲われ、様々な家族関係や会社の人間関係、いろいろな関係、国と国との関係が全部崩れ落ちて破壊されていくようになるし、この世の人生が終わったときには一度死ぬこと、死後には裁きを受けることが定まっていると言われているように、永遠の裁きに預かるように、永遠の地獄に行くしかないし、自分の代で終わるだけでなくこのようなのろいの運命が遺産として次の世代、子孫たちにずっと受け継がれるようになります。イエス様を知らないと。だから、イエス様を知らないことより悲しいことはありません。でもクリスチャンの私たちも悲しいことがこれ以外のことが第1になっています。
それは裏返しますとイエス様を信じることがどういうことで、イエス様を信じないことがどういうことなのか分かっていないということではないでしょうか。そうするとイエス様は今も皆さんを見て涙を流すかもしれません。「なんで知らないのか。それで人生のなにが価値があるのか、人生なんのために生きるべきなのかという答えが正しくえられるのだろうか」とおっしゃりながら悲しんでいらっしゃるかもしれません。

今日、皆さんの心の中で入れ替えてください。世界中で、自分の人生の中において一番、悲しいこと、それは今まで自分で悲しいと思っていたことではなく、昔の悲しい思いでとかではなく、そこを早く消してください。勘違いしていました。イエスを知らないこと、イエスから離れていること、それが最も悲しいことです。最後の希望を蹴っ飛ばしたことになります。神様の愛、神の救いの最後の機会を拒否したことになります。これはその人の富、その人が努力するか、あるいはその人がどれほど知識を積んでいるのかなどと関係なく、イエス様を拒否するとこの滅びの運命に捕らわれて、人生生きる中、そのまま経験するようになります。のちほどそれを象徴するためにエルサレムの都はもはや都ではない。希望でも自慢でもなんでもない。イエスを拒否する者は終わりなのだという意味で、50何年後でしょうか、本当にエルサレムの都は粉々になりました。歴史上、イエス様が預言されたとおりに。それがなにを物語っているのかということもよく受け止めないといけません。言葉を変えますと神様の恵みによって私たちはイエス様をキリストとして、イエス様が最後の砦であり、イエス様が最後の逃げる祭りであり、最後の救い主、希望であるということを聞いて、心からアーメンしてイエス様を信じて受け入れました。イエス様の方に行ったのです。「すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。」その御声を聞いてイエス様の方に何もかも捨てて、「イエス様が必要です。イエス様が救い主です。教会にはいろいろな人間がいます。また私は弱さがまだたくさんありますがそれらに構いなく、イエス様は救い主です。私の救い主です」と信じて受け入れるようになりました。それを皆さんは小さなことに思うかもしれません。世界中、歴史の中で地球全体、宇宙全部を合わせて、それが一番喜ばしいことであり、一番最高の喜びです。神様にとって。それに気づくことだけです。なにがそんなに悲しいでしょうか。なにがそんなに不満が多いのでしょうか。最高の喜びがもう皆さんのものです。イエス様を拒否することはイエス様が涙を流すしかない最高の悲しみであると同時に、ひっくり返しますとそのイエス様を信じて受け入れた者はその瞬間、すべての死と罪の原理から解放されその人には永遠のいのちが与えられ、神ご自身がその人の中に入ってその人を住まいにして永遠に守り、永遠に力を与えて、永遠に勝利の人生へと導かれ、天国に入れるように保証され、もうこれ以上悲しまなくてもよいように、疲れる人生を生きていかなくてもよいように聖霊の力を与えられるようになります。それに本当に気づいていれば、皆さんが行く所々がこれからエルサレムの都になります。目に見える都はもう無くなりました。都は神殿を取り囲んでいる町です。皆さんひとりひとりには神殿がありますので、皆さんが行く所々が新しいエルサレムの都として天の御国が臨むようになります。イエス様を信じると神の国の主人公になります。信じるだけでこの世界を唯一、変えることができる主人公です。皆さんの家庭、職場、学校、町を変えることができる神のすべての力と祝福が注がれている存在になります。どうすればでしょうか。イエス様を信じるともう2度と滅びる運命などは襲いかかることができないように、死と罪の原理から解放され、死からいのちに移るようになるし、すべてが働いて益となる、そのように不思議な喜ばしい人生に変わるようになります。いつでしょうか。イエス・キリストを信じたその瞬間、他には何の条件もありません。イエスはキリストだから。イエスを信じることは他のなにかと比べることができない、最高の喜びです。それで、都はもう崩れて消えていくようになりました。来週、神殿の話が出ます。神殿が壊れ消えていくようになります。地上から意味を失うようになります。つまり、イエス様がエルサレムの都をご覧になって涙を流された。なにが一番悲しみなのかということを現すと同時に、これ以来、イエス・キリスト、よみがえられたあと、そのイエス様を軸に基準にして世界のすべてが再編されるようになります。これがエルサレムの都が壊れていくという意味です。再編されます。つまり、イエス様を信じる人がどこの民族なのか関係なく、新しいイスラエルとして再編されます。イエス様を信じる人の行く現場が新しいエルサレムの都として再編されます。そして、イエスさまを信じるひとりひとりの信徒、その信徒の集まりが新しい神殿に再編されます。イエスを軸にして。　　

それから、そのように新しいイスラエル、エルサレム、新しい神殿と再編された、そこを基準にして神様は世界の福音化のためにそこに聖霊の油、聖霊のバプテスマを注がれることにしました。五旬節の日にマルコのタラッパンにこういう人々が集まっていました。エルサレムの神殿がまだ堂々と存在していたときです。五旬節の意味、世界を変えることができる聖霊のバプテスマはマルコのタラッパンに下がりました。なぜでしょうか。そこが新しいイスラエルですから。そこが新しいエルサレムですから、そこが新しい神殿ですから。イエスを軸にしてイエスの名前がどれほど偉大な名前なのか、歴史を再編され宇宙を二分してしまう軸です。そのことを覚えて皆さん自分自身が新しいイスラエル、新しいエルサレムの都、新しい神殿、つまり、聖霊のバプテスマが注がれる条件をすべて揃えている存在であることを覚えていてください。それは言葉を変えますと世界福音化が可能な条件をすべて揃えている存在であるということです。なぜそうなったでしょうか。なぜそう言えるのでしょうか。イエスです。すべてが真っ暗になってイエスにスポットライトが正しく当たっていないといけません。イエスだけです。イエスからすべて新しくスタートしてください。イエスからすべてが新しくなります。イエスをとおして。だれが善良な人なのか。イエスの中にいる者。だれが悪い人間なのか。イエスの外にいる者。イエスを軸にしてすべて地球の秩序が変わります。それほど偉大なる名前なのです。皆さんがそのイエスを信じるようになりました。もしかして話を聞きながら私は「イエス様」と言いながらも全然知らない、信じていなかったという方は覚えてください。イエスは最後のターミナルの希望であり、最初から約束されていたキリストです。イエス様を自分のキリストとして本当に真心から告白してイエス様を受け入れていただきたいと思います。そこから新しく人生が歴史が書き換えられるようになります。
それから、神の恵みによってこの偉大なる出来事、イエス・キリストを受け入れることができた方は確信を持っていてください。自分は神様が喜ばれるものであり、神様が喜ばれる人生であるということを確信をもって、自分のこれからの人生に対して自信を持ってください。確信がありません。イエスを信じたにもかかわらず確信がありません。小さないろいろなことがあるかもしれません。でも、神様が皆さんをもうすでに喜んでいらっしゃるし、皆さんの基準によって喜んだり悲しんだりではなく、イエスを基準にしてください。私は本当に人間から見た時には良さそうなところ、喜ばれるようなところ、褒められるようなところはないかもしれません。それにあまり構わないで、でもイエスをキリストして信じたのではないか。ずうずうしいかもしれません。でも、その一つですべてを振り払って神に喜ばれている者、私の人生は神に喜ばれ神様の栄光が輝くようになる人生なのだと確信をもって、残りの人生に神様の素晴らしい栄光が現れることに対して期待し自信を持ってください。仕事がどんな仕事なのか、肩書がどうなのか関係ありません。自信を持っていてください。これは単なる励ましではありません。そして、そういう意味で皆さん今の自分自身、自分の人生に対して、今の現実に対して喜んでなにより感謝を失いように、忘れないようにして自負をぜひ持ってください。なぜでしょうか。イエスだからです。
それから、最後に今皆さんに与えられている現場、そこがエルサレムの都であることを覚えて、その現場、今の時代、それから、世界の福音化の実際の主人公であるということを告白してください。必ずそういうことが起きますので。皆さんのいるところから証拠を与えられて神の国が臨まれるようにしますので。皆さん以外には聖霊の油が注がれるようになっているところはありません。皆さんだけです。外見と全く関係ありません。イエスです。イエスによって宇宙、地球のすべての秩序、すべてのシステム、構造が再編されたということを今日、ぜひ覚えてください。それで皆さんは神が喜ぶ側に入れられていて、神様の聖霊の力によって世界福音化を皆さんをとおして神様は為そうとしています。皆さんの行く所々が崩れて、そして、無くなってしまったエルサレムの都が新しく建設される主人公であることを覚えていてください。

最後にこれからイエス様のその涙が、皆さんが皆さんの現場においてイエス様を知らないで滅びることも知らずに、今現在少しあるもので人生を生きていけると思ったり、あるいは自慢したり余計なことで悲しんだりしている現場の人々を見て心を痛めながら、そこでイエス・キリストの福音が宣べ伝えられることを祈る心を悲しむ幸いなクリスチャンとして現場で勝利していただきたいと願います。最後にもう一度います。皆さんが新しいエルサレムの都です。皆さんが主人公です。確信をもっていてください。神様が皆さんを見て悲しむ理由は皆さんが持っている理由とは違います。そのようなことから自由になってください。今までの悲しみ喜びなど頭の中にごちゃごちゃ刻まれているもの全部を取り出してシャッフルしてください。「イエス様を信じているから喜ばれている者なのだ、私は幸いな者なのだ」と全部、再整理してそれが祈りにつながるように、なにもかも今まで引っかかっていたものから自由になってください。昔、ものすごく悲しいことがあったでしょうか。それは悲しいことではありません。ぜひ、いろいろなトラウマ、心の傷、過去の思い出などから自由になってください。それはすべて嘘です。イエス様をそこに入れないで考えていた嘘です。イエス様を入れた途端にリトマス試験紙を入れるのと同じように全部の色が変わります。今まで悲しんでいたことは悲しみではなく、それがあったからこそ私は霊的なことが分かり、人生が分かり、イエス様に出会うようになった、良かったことと色が全部変わります。イエスを抜いていろいろ塗られていた色を全部当てにしないようにしてください。イエスによってすべてが再編され真に真に自由になっていただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イスラエルの自慢でありましたエルサレムの都、それが神様の悲しみの対象であることを教えられました。イエス・キリストを拒否する道具や材料に変わっていたその悲しい出来事、神様の悲しみを今日目の前にして、イエス・キリストを心から信じて受け入れるようになったのがどれほどの大きな祝福なのかもう兄弟姉妹が噛みしめ、そして、神様に感謝をささげ、自分の人生、自分自身を褒め、自信を持ち自負を持つことができるようにひとりひとりを祝福してください。そして、それが様々なものからの自由の力となり、オンリー聖霊のバプテスマに向かうことができる祈りのプロセスになるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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